	３～５単位時間
	ガイダンス

	特　徴
	・教科書を活用し，技術で３年間学習する内容について関心を持てるよう構成。
・題材全体を通して，少しずつ気づきや思いを増やす事で，持続可能な社会を目指し，３年間で評価し，活用する能力や，「関心・意欲・態度」を育てる素地を育てられるように配慮。


	題材の評価規準

	生活や技術への
関心・意欲・態度
	生活を工夫し創造する能力
	生活の技能
	生活や技術について
の知識・理解

	○技術が人間の生活を向上させ，我が国における産業の継承と発展に影響を与えていることに気づき，技術が果たしている役割について関心を示している。

○技術が環境問題の原因と解決に深くかかわっていることに気付き，技術の進展と環境との関係について関心を示している。
	
	
	


	題材の指導と評価の計画例

	学習内容

１ 中項目 ①小項目

( )内は教科書の頁
	時間数
	学習活動

■学習課題　○生徒の活動

●教科書記載の「ふり返り」
	評価規準・評価方法

実線枠内は中項目での評価規準の例

中項目時点で行う学習評価

作品，ペーパーテスト等で行う学習評価

	１ 技術を見つけよう

　【A(1)ｱｲ】
	2
	
	

	①さまざまな技術(p.4)
	(1)
	■身近な生活の中にも，さまざまな技術があること事に気づく。

○p.2～3をながめ，小学校の学習を思い出して発表する。

○「技術の役割」を読み，自分たちの身の回りから見つけ，発表し合う。

○「身近にある技術」から，教室の中にある“技術”を探して発表し合う。

○「今も生きる先人の技術」について，ノートにまとめる。
	　 （最初に技術に対する意識を記述させ，題材末に行うふり返りと比較することで，技術への意識の変化を読み取る。）

	②技術ってすばらしい(p.6)
	(1)
	■技術のすばらしさを知り，興味をもつ。

○「身近なヒントから生まれた技術」をながめ，教室にそのような例がないか探し，発表する。

○「日本で開発された身近な技術」について，教科書の例を見たり聞いたり体験したことがないか，発表する。

○「水不足を解消する技術」を読み，海水淡水化が実現すると便利なことについて，発表し合う。

○「活躍している日本の伝統技術」から，知っている日本の伝統技術をあげ，それが現代の技術に利用されている例がないか，発表し合う。
	


	
	
	
	身の回りにある技術の利用例に関するふり返りを行い，活動の様子を読み取る。

	２ 技術と私たちの生活

　【A(1)ｱｲ】
	2
	
	

	①技術の進展と生活・産業(p.8)
	(1)
	■技術が生活の向上や産業の発展に影響を及ぼしていることを知る。

○p.18～19「参考資料」をながめながら，気づいたことを発表し合う。

○「生活の向上」を読み，教科書の例以外にも，このような例がないか自由に話し合う。

○「産業の向上」を読み，今までの生活の経験で見た事のあるもの，体験した事のあるものを発表し合う。
	

	②資源の有効利用と環境(p.10)
	(0.5)
	■技術が引き起こした問題と，その解決のために技術が果たす役割に気づく。

○「日本のエネルギー事情と地球環境の現状」を読み，資料から読み取れる問題点を思いつくまま発表し合う。

○「再生可能なエネルギーの開発と環境保全の技術」を読み，先ほどまとめた問題をこれらの技術でどのように解決しているのかをグループで考え，発表する。
	

	③持続可能な社会と共生(p.11)
	(0.5)
	■持続可能な社会の必要性に気づき，技術とのかかわりについて知る。

○教科書を読み，これからの技術に必要なことを思いつくままに発表する。

○「昔の日本では」を読み，その利点についてノートにまとめる。

○「わたしたちにできること」について，できる事を考えて発表し合う。
	

	
	
	
	技術が周囲に影響を及ぼしている事に関するふり返りを行い，そのことに気づいている様子を読み取る。

	３ 技術分野の学習

　【A(1)ｱ】
	1
	
	

	①技術分野で学ぶ内容(p.12)
	(0.4)
	■技術分野の四つの学習内容を知り，３年間の見通しをもつことができる。

○教科書を読み，各内容について簡単に整理してまとめる。

○身近な製品に，四つの内容が含まれている例がないか思い出し，発表する。
	

	②学習の進め方と作業の安全

(p.14)
	(0.4)
	■技術分野での学習の進め方と，作業の際に注意しなければならないことについて知る。

○「学習の進め方」をながめ，課題の解決のしかたについてノートにまとめる。

○「安全な作業のために」を読み，授業で注意すべきことをノートにまとめる。
	

	③技術分野の学習の目標を持とう(p.16)
	(0.2)
	■これから学習する技術分野の３年間の目標をもつ。

○「参考」から知的財産について気づいたことを発表する。

○ガイダンスの授業をふり返り，教科書に技術分野の学習での目標をかく。


○題材の学習をふり返り，技術に対する関心や意欲，態度の変化をたどる。

	
教科書の記入欄への記述から，技術へ関心を持った様子を読み取る。
題材全体のふり返りを行い，最初の記述と比べて，技術への関心が高まっている様子を読み取る。



生活や技術への関心・意欲・態度
	
	活用する評価資料
	おおむね満足できる（Ｂ）
	十分満足できる（Ａ）

	技術への関心
	１ ２ ふり返り

３ 題材の最初と最後のふり返りの比較
	○授業へ取り組む気持ちの高まりが読み取れる。

○身の回りの，技術の利用例を見つけている。

○「技術」について思いつくことが，最初と比べて，記載量が増えている。
	○技術への気持ちが読み取れる。

○授業で扱っていない範囲まで，技術の利用例を見つけている。

○「技術」について思いつくことが，最初と比べて，量だけでなく質まで変容している。


●技術分野の学習にどのように取り組んでみたいですか。目標をかきましょう。











関：技術が果たしている役割について関心を示している。





関：技術が人間の生活を向上させていることに気づく。技術の進展と環境との関係について関心を示している。





関：技術が果たしている役割について関心を示している。





題材の評価規準に基づく，実現状況の判定例
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